
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  前 立 腺 針 生 検 の 方 法  

 

 

４ ． 前 立 腺 針 生 検 の 安 全 性 と 危 険 性 （ リ ス ク ） に つ い て  

 前 立 腺 針 生 検 は 、 外 来 で 日 常 的 に 行 わ れ て い る 検 査 で 、 安

全 性 は 確 認 さ れ て お り ま す が 、 以 下 の よ う な 合 併 症 が 起 き る

こ と が あ り ま す 。  

 

（ 1） 血 尿   

 前 立 腺 が 膀 胱 の 出 口 に あ る 関 係 上 、 血 尿 と な る こ と が あ

り ま す 。通 常 は 2～ 3 日 で 自 然 に よ く な り ま す が 、血 尿 が 強

く 排 尿 が 困 難 に な る よ う な 場 合 は 、 点 滴 治 療 や 膀 胱 洗 浄 な

ど の 処 置 を 必 要 と し ま す 。  

 

（ 2） 発 熱  

 直 腸 か ら 針 を 刺 す 検 査 法 の た め 、 大 腸 菌 な ど の 細 菌 が 体

内 に 入 り 、 感 染 症 を お こ す 危 険 性 が あ り ま す 。 そ の 予 防 の

た め に 、 検 査 の 前 後 に は 抗 生 剤 を 点 滴 注 射 し 、 検 査 後 も 数

日 間 は 抗 生 剤 を 飲 ん で い た だ き ま す 。 発 熱 の 程 度 に よ っ て

は 点 滴 治 療 を 継 続 し ま す 。  

 

（ 3） 血 便 ・ 血 精 液 症  
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